
P02　市の組織を一部変更します
P03　平成30年度職員採用試験
P04　エデュケーションかすが
P06　市からのお知らせ
P11　トピックス
P13　情報ひろば

平成29年度採用職員

c o n t e n t s

春みんなで春をつくろう春

kasuga_PR

平成30年

v o l . 111 4
4 1



※平成31年4月1日採用に係る試験です。ただし、建築（大卒程度）区分は、平成30年10月1日採用
予定です。

● 

地
域
教
育
課
の
新
設

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
、子
ど

も
に
関
す
る
社
会
教
育
事
業
と
統
合
し
、市
役
所
４
階
に「
こ

ど
も
共
育
担
当
」を
新
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、図
書
館
に
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
、社
会
教
育
事
業
と
の
連
携
強
化
の
た

め
、「
社
会
教
育
・
読
書
推
進
担
当
」を
新
設
し
ま
す
。こ
れ
に

伴
い
、社
会
教
育
課
を
廃
止
し
、「
地
域
教
育
課
」を
新
設
し

ま
す
。

　● 

市
民
窓
口
担
当
の
新
設

　
市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、市
民
課
に「
市
民
窓

口
担
当
」を
新
設
し
ま
す
。

　● 

文
化
振
興
担
当
の
新
設

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
の
連

携
強
化
の
た
め
、地
域
づ
く
り
課
に「
文
化
振
興
担
当
」を
新
設

し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
文
化
振
興
課
を
廃
止
し
、執
務
室
を
、ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
内
か
ら
、市
役
所
4
階
に
変
更
し
ま
す
。

市
の
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
の
さ
ら
な
る
推
進
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、

4
月
1
日
か
ら
、市
の
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

経
営
企
画
課
企
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
５

平
成
30
年
度 

職
員
採
用
試
験

　
第
１
次
試
験
を
5
月
に
実
施
！

一
般
事
務（
大
卒
程
度
）・
保
育
士
・
管
理
栄
養
士
・
建
築（
大
卒
程
度
）

試
験
の
特
徴

▽
第
1
次
試
験
で
受
験
者
全
員
を

面
接（
集
団
面
接
）し
ま
す
。

▽
民
間
企
業
で
も
多
く
使
わ
れ
る

総
合
能
力
試
験（
S
P
I
3
）

を
実
施
す
る
た
め
、公
務
員
試

験
対
策
は
不
要
で
す
。　

▽
人
物
重
視
の
採
用
試
験
で
す
。

 

◆
第
１
次
試
験
日

5
月
12
日
㈯
ま
た
は
5
月
13
日
㈰

予
備
日
:5
月
19
日
㈯

 

◆
試
験
会
場
　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

 

◆
申
込
期
間
　

４
月
２
日
㈪
〜
16
日
㈪

※

詳
細
な
日
時
、申
込
方
法
は
、市
ウ
ェ
ブ

　
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

5人

2人

1人

2人

試験区分 受験資格 採用予定人数

建築
（大卒程度）

管理栄養士

保育士

一般事務
（大卒程度）

試験区分・受験資格・採用予定人数 （年齢は平成31年３月末のもの）

昭和62年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた人
（21歳～31歳）

昭和62年４月２日以降に生まれた人で、保育士の資格を有する人
または平成31年３月31日までに資格を取得見込みの人（～31歳）

昭和62年４月２日以降に生まれた人で、管理栄養士の資格を有する人
または平成31年３月31日までに資格を取得見込みの人（～31歳）

昭和58年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた人
（21歳～35歳）

申
込・問
い
合
わ
せ
先

人
事
法
制
課
人
事
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
５

   jinji@city.kasuga.fukuoka.jp

全
員
面
接

主
な
変
更
点

※「学校給食に関する事務」は、「教務課　教育総務担当」へ移管します。

平成２９年度

社会教育課 地域教育課
こども共育担当

社会教育・読書推進担当

社会教育担当

図書館担当

市民課
受付戸籍担当

年金担当 市民課

受付戸籍担当

年金担当

市民窓口担当

地域づくり課

文化振興課

地域づくり担当

商工農政担当

事業担当

管理担当

地域づくり課

協働推進担当

商工農政担当

文化振興担当

文化財課
管理担当

文化財担当

学校教育課
学校教育担当

保健給食担当
学校教育課

学校教育担当

学校保健担当

文化財課
整備活用担当

調査保存担当

4月以降変更する組織

　
今
年
度
は
、試
験
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
大
幅
に
前
倒
し
し
て
、5
月
上
旬
に

第
1
次
試
験
を
実
施
し
ま
す
。最
終
合
格
発
表
は
８
月
中
旬
で
す
。

　
ま
た
、よ
り
多
様
な
人
に
受
験
し
て
も
ら
う
た
め
に「
受
験
し
や
す
い
」職

員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

平成30年度以降

　一般事務（高卒程度）、一般事務（身体障がい者対象）につい
ても採用試験を実施する予定（第１次試験は９月中旬）です。
　「高卒程度」は、平成１０年４月２日から平成１３年４月１日までに生
まれた人が対象です。
　「身体障がい者対象」は、昭和６２年４月２日から平成１３年４月１日
までに生まれた人で、身体障害者手帳の交付を受けている人で
す。
　試験案内は、７月上旬に別途告知します。

「採用公式ツイッター」
始めました！

@kasuga_saiyo

02市報かすが ｜ 平成30年4月1日



※平成31年4月1日採用に係る試験です。ただし、建築（大卒程度）区分は、平成30年10月1日採用
予定です。

● 

地
域
教
育
課
の
新
設

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
、子
ど

も
に
関
す
る
社
会
教
育
事
業
と
統
合
し
、市
役
所
４
階
に「
こ

ど
も
共
育
担
当
」を
新
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、図
書
館
に
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
、社
会
教
育
事
業
と
の
連
携
強
化
の
た

め
、「
社
会
教
育
・
読
書
推
進
担
当
」を
新
設
し
ま
す
。こ
れ
に

伴
い
、社
会
教
育
課
を
廃
止
し
、「
地
域
教
育
課
」を
新
設
し

ま
す
。

　● 

市
民
窓
口
担
当
の
新
設

　
市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、市
民
課
に「
市
民
窓

口
担
当
」を
新
設
し
ま
す
。

　● 

文
化
振
興
担
当
の
新
設

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
の
連

携
強
化
の
た
め
、地
域
づ
く
り
課
に「
文
化
振
興
担
当
」を
新
設

し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
文
化
振
興
課
を
廃
止
し
、執
務
室
を
、ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
内
か
ら
、市
役
所
4
階
に
変
更
し
ま
す
。

市
の
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
の
さ
ら
な
る
推
進
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、

4
月
1
日
か
ら
、市
の
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

経
営
企
画
課
企
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
５

平
成
30
年
度 

職
員
採
用
試
験

　
第
１
次
試
験
を
5
月
に
実
施
！

一
般
事
務（
大
卒
程
度
）・
保
育
士
・
管
理
栄
養
士
・
建
築（
大
卒
程
度
）

試
験
の
特
徴

▽
第
1
次
試
験
で
受
験
者
全
員
を

面
接（
集
団
面
接
）し
ま
す
。

▽
民
間
企
業
で
も
多
く
使
わ
れ
る

総
合
能
力
試
験（
S
P
I
3
）

を
実
施
す
る
た
め
、公
務
員
試

験
対
策
は
不
要
で
す
。　

▽
人
物
重
視
の
採
用
試
験
で
す
。

 

◆
第
１
次
試
験
日

5
月
12
日
㈯
ま
た
は
5
月
13
日
㈰

予
備
日
:5
月
19
日
㈯

 

◆
試
験
会
場
　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

 

◆
申
込
期
間
　

４
月
２
日
㈪
〜
16
日
㈪

※

詳
細
な
日
時
、申
込
方
法
は
、市
ウ
ェ
ブ

　
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

5人

2人

1人

2人

試験区分 受験資格 採用予定人数

建築
（大卒程度）

管理栄養士

保育士

一般事務
（大卒程度）

試験区分・受験資格・採用予定人数 （年齢は平成31年３月末のもの）

昭和62年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた人
（21歳～31歳）

昭和62年４月２日以降に生まれた人で、保育士の資格を有する人
または平成31年３月31日までに資格を取得見込みの人（～31歳）

昭和62年４月２日以降に生まれた人で、管理栄養士の資格を有する人
または平成31年３月31日までに資格を取得見込みの人（～31歳）

昭和58年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた人
（21歳～35歳）

申
込・問
い
合
わ
せ
先

人
事
法
制
課
人
事
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
５

   jinji@city.kasuga.fukuoka.jp

全
員
面
接

主
な
変
更
点

※「学校給食に関する事務」は、「教務課　教育総務担当」へ移管します。

平成２９年度

社会教育課 地域教育課
こども共育担当

社会教育・読書推進担当

社会教育担当

図書館担当

市民課
受付戸籍担当

年金担当 市民課

受付戸籍担当

年金担当

市民窓口担当

地域づくり課

文化振興課

地域づくり担当

商工農政担当

事業担当

管理担当

地域づくり課

協働推進担当

商工農政担当

文化振興担当

文化財課
管理担当

文化財担当

学校教育課
学校教育担当

保健給食担当
学校教育課

学校教育担当

学校保健担当

文化財課
整備活用担当

調査保存担当

4月以降変更する組織

　
今
年
度
は
、試
験
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
大
幅
に
前
倒
し
し
て
、5
月
上
旬
に

第
1
次
試
験
を
実
施
し
ま
す
。最
終
合
格
発
表
は
８
月
中
旬
で
す
。

　
ま
た
、よ
り
多
様
な
人
に
受
験
し
て
も
ら
う
た
め
に「
受
験
し
や
す
い
」職

員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

平成30年度以降

　一般事務（高卒程度）、一般事務（身体障がい者対象）につい
ても採用試験を実施する予定（第１次試験は９月中旬）です。
　「高卒程度」は、平成１０年４月２日から平成１３年４月１日までに生
まれた人が対象です。
　「身体障がい者対象」は、昭和６２年４月２日から平成１３年４月１日
までに生まれた人で、身体障害者手帳の交付を受けている人で
す。
　試験案内は、７月上旬に別途告知します。

「採用公式ツイッター」
始めました！

@kasuga_saiyo
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▽
確
か
な
学
力
の
向
上

◆
校
内
研
修
、関
係
者
Ｃ
Ｓ
研
修
の
充
実

◆
学
力
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
授
業
改
善

◇
教
育
相
談
員
を
中
心
と
し
た
放
課
後
補
　

　
　
充
学
習「
ま
な
び
や
春
日
」

◆
小
学
校
6
年
生
30
人
以
下
学
級
編
制

◆
習
熟
度
別
少
人
数
指
導
、個
別
指
導
の
実
施

　
◆
連
携
に
よ
る
家
庭
学
習
の
促
進

▽
い
じ
め
の
防
止
等
対
策
の
推
進

　
◆
学
校
、家
庭
、地
域
、関
係
機
関
と
の
協
力

　
　
体
制
の
強
化

　
◆「
春
日
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」に
基
づ

　
　
く
校
内
体
制
強
化
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
活
用

▽
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援

　
◆
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

　
　（
中
学
校
校
内
適
応
指
導
教
室
）の
交
流

　
◆
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
と
の
体
験
交
流

　
◆
筑
紫
地
区
適
応
指
導
教
室
合
同
進
路
説
明
会

　
◇
教
育
相
談
員
の
配
置

　
◆
不
登
校
専
任
教
員
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

　
　
ワ
ー
カ
ー
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
積

　
　
極
的
活
用

▽
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　
◆
特
別
支
援
教
育
士
を
中
心
と
す
る
体
制
強
化

　
◆
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
充
実

　
◆
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー・特
別
支
援
教
育

　
　
支
援
員
活
用

　
◆
通
級
指
導
教
室
の
充
実

　
◆
個
別
の
教
育
支
援
計
画・指
導
計
画

▽
福
祉・医
療
な
ど
を
含
め
た
総
合
的
支
援
の
推
進

　
◆
子
ど
も
子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡

　
　
充
に
向
け
た
福
祉
部
局
な
ど
と
の
検
討

▽
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

　
◆
小
学
校
外
国
語
活
動（
全
学
年
）の
継
続
的

　
　
実
施

　
◆
小
学
校
外
国
語
活
動（
高
学
年
）教
科
化
に

　
　
向
け
た
研
修
の
充
実

　
◆
外
国
語
指
導
員（
Ｊ
Ｔ
Ｅ・Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
配
置

▽
豊
か
な
心
の
育
成

◆
全
教
育
活
動
を
通
し
た
道
徳
教
育
の
充
実

　
◆
児
童
生
徒
の
地
域
活
動
の
推
進

◆
児
童
生
徒
の
市
民
性
自
己
評
価
実
施（
小

　
　
中
通
知
表
添
付
）

◆
俳
句
大
会

◆
英
語
暗
唱・ス
ピ
ー
チ
大
会

◆
知
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ

◆
春
日
市「
社
会
科
基
底
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」、

　
　
県
副
読
本
な
ど「
か
が
や
き
」、「
あ
お
ぞ

　
　
ら
」を
活
用
し
た「
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
授
業

　
　
交
流
会
」

▽
体
力
の
向
上
と
食
育
の
推
進

◆
体
力
向
上
プ
ラ
ン（
１
校
１
取
り
組
み
）

◆
体
力
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ

◆
感
謝
の
心
を
育
て
る
弁
当
の
日

◆
給
食
を
活
用
し
た
食
育
の
充
実

◆
食
に
関
す
る
関
心

　
　
を
高
め
る「
か
す
が

　
　
食
育
だ
よ
り
」発
行

▽
安
心
し
て
学
び
、暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

◆
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
通
学
路
安
全

　
　
点
検

▽
自
助
意
識
、安
全
対
応
能
力
の
向
上

◆
避
難
訓
練
、防
災
訓
練

◆
交
通
安
全
教
室（
小
１
、小
４
、中
学
生
）

◇
熱
中
症
と
そ
の
予
防
に
関
す
る
講
習

　（
中
１
）

◆
救
命
講
習（
中
２
）

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
の
推
進

◆
学
校
運
営
協
議
会
の
活
性
化

◆
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
、各
種
連
携

　
　
の
推
進

◆
児
童
生
徒
・
保
護
者
・
地
域
と
の
共
有
化

　
　
促
進

▽
家
庭
教
育
力
の
向
上

◆
入
学
説
明
会
で
の
子
育
て
講
演
会

◆
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
学
び
の
た
め
の
支
援
と
連
携

◆
家
庭
教
育
学
級

▽
地
域
教
育
力
の
活
性
化

◆
放
課
後
子
供
教
室（
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
）

◆
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
交
流
会

◆
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
、青
少
年

　
　
育
成
市
民
会
議
と
の
連
携

◆
自
治
会
と
の
連
携

▽
学
び
の
場
づ
く
り
の
推
進

◆
弥
生
の
里
児
童
画
大
賞
展

◆
実
行
委
員
会
形
式
に
よ
る
成
人
式
　

◆
学
び
を
生
か
し
た
実
践
活
動
の
実
施
支
援

　
　（
ふ
る
さ
と
学
級
）

◆
人
材
育
成
講
座

◆
社
会
教
育
関
係
団
体
な
ど
へ
の
支
援

▽
生
涯
の
学
び
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
図
書
館
づ

　く
り
の
促
進

◆
案
内・し
ら
べ
も
の
業
務
の
充
実

◆
健
康
講
座
、郷
土
講
座

◇
市
民
図
書
館
の
開
館
時
間
延
長

◇
移
動
図
書
館
た
ん
ぽ
ぽ
号
の
祝
日
運
行
開
始

▽
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

◆
学
校
図
書
館
の
充
実

◆
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
事
業

◆
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
、交
流
会

◆
夜
の
図
書
館

▽
文
化
財
情
報
の
収
集
お
よ
び
記
録
保
存
の
た

　め
の
調
査
な
ど
の
実
施

◆
発
掘
調
査
お
よ
び
報
告
書
の
作
成
　

◆
須
玖
岡
本
遺
跡
出
土
遺
物
調
査
解
析（
保

　
　
存
処
理
）

◇
水
城
跡
発
掘
調
査

◆
民
具
、古
文
書
な
ど
の
情
報
収
集

◆
絵
馬
の
悉
皆
調
査

▽
文
化
財
の
保
存・管
理

◆
文
化
財
専
門
委
員
の
活
用

◇
文
化
財
専
門
委
員
部
会
の
立
上
げ（（
仮
称
）

　
　
須
玖
岡
本
遺
跡
発
掘
調
査
指
導
部
会
）

▽
春
日
市
の
文
化
財
に
対
す
る
理
解
の
促
進

◆
奴
国
の
丘
フ
ェ
ス
タ

◆
市
報
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
　
な
ど
に
よ
る
周
知

◆
各
種
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

　
　
ト
な
ど
の
作
成・活
用

◆
市
内
商
工
店
会
、Ｊ
Ｒ

　
　
な
ど
と
の
連
携

◇
ふ
る
さ
と
キ
ル
ト（
武
末
新
兵
衛
）作
成
　

◆
考
古・民
俗
企
画
展
、わ
く
わ
く
歴
史
体
験
、

　
　
や
き
も
の
作
り
教
室
、ブ
ラ
か
す
が
歴
史
散
歩

◆
学
習
支
援（
見
学・体
験
）

◆
歴
史
文
化
を
学
ぶ
遺
跡

　
見
学

◆
地
域
へ
の
出
前
講
座

◆
ガ
イ
ド
・
や
き
も
の
ボ

　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働

◇
奴
国
の
丘
歴
史
資
料

　
　
館
開
館
20
周
年
記
念
講
演
会

▽
遺
跡
、文
化
財
施
設
な
ど
の
活
用
促
進
の
た
め

　の
整
備

◆
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
な
ど
の
維
持
管
理

◆
史
跡
地
の
樹
木
管
理
な
ど

▽
家
庭
環
境
に
応
じ
た
就
学
、子
育
て
支
援

◆
就
学
援
助
制
度
の
周
知

▽
子
ど
も
の
実
態
に
応
じ
た
学
習・登
校
支
援
　

◇
教
育
相
談
員
を
中

　
　
心
と
し
た｢

ま
な
び

　
　
や
春
日｣

◆
児
童
生
徒
の
個
別

　
　
支
援
の
強
化

▽
学
校
施
設
改
修
の
計
画
的
推
進

◆
小
中
学
校
2
校
屋
内
運
動
場
大
規
模
改
修
工
事

◆
小
中
学
校
11
校
空
調
整
備
工
事（
全
小
中

　
　
学
校
普
通
教
室
空
調
設
置
完
了
）

▽
社
会
教
育
施
設
改
修
の
計
画
的
推
進

◆
星
の
館
、奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
な
ど
の
維

　
　
持
管
理

読
書
の
ま
ち
づ
く
り

学
校
・
家
庭
・
地
域
の「
共
育
」基
盤
づ
く
り

文
化
財
保
護
に
よ
る
次
世
代
へ
の
継
承

文
化
財
の
活
用

児
童
生
徒
へ
の
個
別
支
援

安
全
で
快
適
な
空
間
の
創
造

心
と
体
づ
く
り

安
全
・
安
心
の
環
境
づ
く
り

社
会
教
育
・
学
び
の

推
進
・
充
実

文
化
財
の
保
護
・
教
育
資
産

と
し
て
の
活
用
促
進

き
め
細
や
か
な
指
導
・
推
進
体
制

学
校
教
育
の
充
実

教
育
環
境
づ
く
り
の
推
進

問
い
合
わ
せ
先

　

教
務
課
教
育
総
務
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
５
３

平成30年度  春日市の教育
（エデュケーションかすが）

共に育てる「共育」の推進

※◇：新規事業　◆：継続事業

◎生きる力（知力・心力・体力・食力+市民性）の育成
◎協働のまちづくりにつながるコミュニティ・スクー
ル（ＣＳ）の展開

教育委員会が平成30年度に取り組む
施策と主要事業をお知らせします。

し
っ
か
い
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▽
確
か
な
学
力
の
向
上

◆
校
内
研
修
、関
係
者
Ｃ
Ｓ
研
修
の
充
実

◆
学
力
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
授
業
改
善

◇
教
育
相
談
員
を
中
心
と
し
た
放
課
後
補
　

　
　
充
学
習「
ま
な
び
や
春
日
」

◆
小
学
校
6
年
生
30
人
以
下
学
級
編
制

◆
習
熟
度
別
少
人
数
指
導
、個
別
指
導
の
実
施

　
◆
連
携
に
よ
る
家
庭
学
習
の
促
進

▽
い
じ
め
の
防
止
等
対
策
の
推
進

　
◆
学
校
、家
庭
、地
域
、関
係
機
関
と
の
協
力

　
　
体
制
の
強
化

　
◆「
春
日
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」に
基
づ

　
　
く
校
内
体
制
強
化
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
活
用

▽
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援

　
◆
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

　
　（
中
学
校
校
内
適
応
指
導
教
室
）の
交
流

　
◆
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
と
の
体
験
交
流

　
◆
筑
紫
地
区
適
応
指
導
教
室
合
同
進
路
説
明
会

　
◇
教
育
相
談
員
の
配
置

　
◆
不
登
校
専
任
教
員
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

　
　
ワ
ー
カ
ー
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
積

　
　
極
的
活
用

▽
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　
◆
特
別
支
援
教
育
士
を
中
心
と
す
る
体
制
強
化

　
◆
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
充
実

　
◆
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー・特
別
支
援
教
育

　
　
支
援
員
活
用

　
◆
通
級
指
導
教
室
の
充
実

　
◆
個
別
の
教
育
支
援
計
画・指
導
計
画

▽
福
祉・医
療
な
ど
を
含
め
た
総
合
的
支
援
の
推
進

　
◆
子
ど
も
子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡

　
　
充
に
向
け
た
福
祉
部
局
な
ど
と
の
検
討

▽
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

　
◆
小
学
校
外
国
語
活
動（
全
学
年
）の
継
続
的

　
　
実
施

　
◆
小
学
校
外
国
語
活
動（
高
学
年
）教
科
化
に

　
　
向
け
た
研
修
の
充
実

　
◆
外
国
語
指
導
員（
Ｊ
Ｔ
Ｅ・Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
配
置

▽
豊
か
な
心
の
育
成

◆
全
教
育
活
動
を
通
し
た
道
徳
教
育
の
充
実

　
◆
児
童
生
徒
の
地
域
活
動
の
推
進

◆
児
童
生
徒
の
市
民
性
自
己
評
価
実
施（
小

　
　
中
通
知
表
添
付
）

◆
俳
句
大
会

◆
英
語
暗
唱・ス
ピ
ー
チ
大
会

◆
知
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ

◆
春
日
市「
社
会
科
基
底
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」、

　
　
県
副
読
本
な
ど「
か
が
や
き
」、「
あ
お
ぞ

　
　
ら
」を
活
用
し
た「
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
授
業

　
　
交
流
会
」

▽
体
力
の
向
上
と
食
育
の
推
進

◆
体
力
向
上
プ
ラ
ン（
１
校
１
取
り
組
み
）

◆
体
力
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ

◆
感
謝
の
心
を
育
て
る
弁
当
の
日

◆
給
食
を
活
用
し
た
食
育
の
充
実

◆
食
に
関
す
る
関
心

　
　
を
高
め
る「
か
す
が

　
　
食
育
だ
よ
り
」発
行

▽
安
心
し
て
学
び
、暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

◆
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
通
学
路
安
全

　
　
点
検

▽
自
助
意
識
、安
全
対
応
能
力
の
向
上

◆
避
難
訓
練
、防
災
訓
練

◆
交
通
安
全
教
室（
小
１
、小
４
、中
学
生
）

◇
熱
中
症
と
そ
の
予
防
に
関
す
る
講
習

　（
中
１
）

◆
救
命
講
習（
中
２
）

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
の
推
進

◆
学
校
運
営
協
議
会
の
活
性
化

◆
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
、各
種
連
携

　
　
の
推
進

◆
児
童
生
徒
・
保
護
者
・
地
域
と
の
共
有
化

　
　
促
進

▽
家
庭
教
育
力
の
向
上

◆
入
学
説
明
会
で
の
子
育
て
講
演
会

◆
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
学
び
の
た
め
の
支
援
と
連
携

◆
家
庭
教
育
学
級

▽
地
域
教
育
力
の
活
性
化

◆
放
課
後
子
供
教
室（
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
）

◆
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
交
流
会

◆
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
、青
少
年

　
　
育
成
市
民
会
議
と
の
連
携

◆
自
治
会
と
の
連
携

▽
学
び
の
場
づ
く
り
の
推
進

◆
弥
生
の
里
児
童
画
大
賞
展

◆
実
行
委
員
会
形
式
に
よ
る
成
人
式
　

◆
学
び
を
生
か
し
た
実
践
活
動
の
実
施
支
援

　
　（
ふ
る
さ
と
学
級
）

◆
人
材
育
成
講
座

◆
社
会
教
育
関
係
団
体
な
ど
へ
の
支
援

▽
生
涯
の
学
び
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
図
書
館
づ

　く
り
の
促
進

◆
案
内・し
ら
べ
も
の
業
務
の
充
実

◆
健
康
講
座
、郷
土
講
座

◇
市
民
図
書
館
の
開
館
時
間
延
長

◇
移
動
図
書
館
た
ん
ぽ
ぽ
号
の
祝
日
運
行
開
始

▽
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

◆
学
校
図
書
館
の
充
実

◆
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
事
業

◆
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
、交
流
会

◆
夜
の
図
書
館

▽
文
化
財
情
報
の
収
集
お
よ
び
記
録
保
存
の
た

　め
の
調
査
な
ど
の
実
施

◆
発
掘
調
査
お
よ
び
報
告
書
の
作
成
　

◆
須
玖
岡
本
遺
跡
出
土
遺
物
調
査
解
析（
保

　
　
存
処
理
）

◇
水
城
跡
発
掘
調
査

◆
民
具
、古
文
書
な
ど
の
情
報
収
集

◆
絵
馬
の
悉
皆
調
査

▽
文
化
財
の
保
存・管
理

◆
文
化
財
専
門
委
員
の
活
用

◇
文
化
財
専
門
委
員
部
会
の
立
上
げ（（
仮
称
）

　
　
須
玖
岡
本
遺
跡
発
掘
調
査
指
導
部
会
）

▽
春
日
市
の
文
化
財
に
対
す
る
理
解
の
促
進

◆
奴
国
の
丘
フ
ェ
ス
タ

◆
市
報
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
　
な
ど
に
よ
る
周
知

◆
各
種
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

　
　
ト
な
ど
の
作
成・活
用

◆
市
内
商
工
店
会
、Ｊ
Ｒ

　
　
な
ど
と
の
連
携

◇
ふ
る
さ
と
キ
ル
ト（
武
末
新
兵
衛
）作
成
　

◆
考
古・民
俗
企
画
展
、わ
く
わ
く
歴
史
体
験
、

　
　
や
き
も
の
作
り
教
室
、ブ
ラ
か
す
が
歴
史
散
歩

◆
学
習
支
援（
見
学・体
験
）

◆
歴
史
文
化
を
学
ぶ
遺
跡

　
見
学

◆
地
域
へ
の
出
前
講
座

◆
ガ
イ
ド
・
や
き
も
の
ボ

　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働

◇
奴
国
の
丘
歴
史
資
料

　
　
館
開
館
20
周
年
記
念
講
演
会

▽
遺
跡
、文
化
財
施
設
な
ど
の
活
用
促
進
の
た
め

　の
整
備

◆
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
な
ど
の
維
持
管
理

◆
史
跡
地
の
樹
木
管
理
な
ど

▽
家
庭
環
境
に
応
じ
た
就
学
、子
育
て
支
援

◆
就
学
援
助
制
度
の
周
知

▽
子
ど
も
の
実
態
に
応
じ
た
学
習・登
校
支
援
　

◇
教
育
相
談
員
を
中
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務
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当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
５
３

平成30年度  春日市の教育
（エデュケーションかすが）

共に育てる「共育」の推進

※◇：新規事業　◆：継続事業

◎生きる力（知力・心力・体力・食力+市民性）の育成
◎協働のまちづくりにつながるコミュニティ・スクー
ル（ＣＳ）の展開

教育委員会が平成30年度に取り組む
施策と主要事業をお知らせします。

し
っ
か
い
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問い合わせ先  南福岡年金事務所
☎️（552）6128　F（541）7649

平成30年度
国民年金保険料

平成30年度の国民年金保険料
納付額一覧表

納期限（月末が土・
日・祝日の場合は
翌営業日まで）

１カ月分 ６カ月分 １年度分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月
納付

・現金納付
・クレジットカード納付
・翌月末振替の口座振替

翌月末（4月分を5
月末）に納付また
は振替

1万6,340円 ー 9万8,040円 ー 19万6,080円 ー

・当月末振替の口座振替
早割

当月末（４月分を４
月末）に振替 1万6,290円 50円 9万7,740円  300円 19万5,480円 600円

６カ月
前納

・現金納付
・クレジットカード納付（※１）

５月１日㈫および
１０月３１日㈬まで
に納付または振替

ー ー 9万7,240円  800円 19万4,480円 1,600円

・口座振替（※１） ー ー 9万6,930円 1,110円 19万3,860円 2,220円

１年
前納

・現金納付
・クレジットカード納付（※１）

５月１日㈫までに
納付または振替

ー ー ー ー 19万2,600円 3,480円

・口座振替（※１） ー ー ー ー 19万1,970円 4,110円

２年
前納

・現金納付
・クレジットカード納付 37万8,580円（割引額：1万4,420円）※２

・口座振替（※１） 37万7,350円（割引額：1万5,650円）※１
※１　口座振替およびクレジットカード納付による6カ月前納（4月分～9月分）、1年前納および2年前納の新規申し込みは、2月末日で受付を終了しました。
※２　現金払いによる2年前納は年金事務所への申し込みが必要です。前納期限は5月1日㈫です。余裕を持って申し込んでください。
※現金払いを希望する場合、1年前納、6カ月前納の納付書は4月に送付される定額納付書に同封されています。※現金払いでの前納は、任意の月分か
ら年度末までの分（任意の月分から翌年度末までの分）を前納することも可能です。専用の納付書が必要となりますので、近くの年金事務所に連絡して
ください。※30万円を超える納付書はコンビニエンスストアでは利用できません。営業日に金融機関などで納めてください。

　土地と建物の所在や地番、地目、面積、評価額
などを掲載した帳簿を見ることができます。

対象　市内に土地や家屋を所有し、その固定資産
税を納付している人

※個別の課税台帳は、借地・借家人なども見るこ
とができます。

期間　４月１日㈰〜５月１日㈫の平日
時間　午前９時〜午後５時
場所　税務課資産税担当（市役所1階）
持ってくるもの
▷身分証明書（運転免許証・健康保険証・マイナン

バーカードなど）
▷借地・借家人の場合は賃貸借契約書
▷代理人の場合は所有者の委任状

問い合わせ先  税務課資産税担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

縦覧できます
固定資産税の帳簿

　平成30年1月26日付けで公表された平成29年
全国消費者物価指数の実績値を踏まえ、平成30
年4月以降の児童扶養手当、特別児童扶養手当額
が、0.5％引き上げられ、次の額になります。

児童扶養手当
○第１子
　▷全部支給（月額）：4万2,500円
　▷一部支給（月額）：4万2,490円〜1万30円
○第２子加算額
　▷全部支給（月額）：1万40円
　▷一部支給（月額）：1万30円〜5,020円
○第３子以降加算額
　▷全部支給（月額）：6,020円
　▷一部支給（月額）：6,010円〜3,010円
特別児童扶養手当
▷１級（月額）：5万1,700円
▷２級（月額）：3万4,430円

問い合わせ先  こども未来課母子児童担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1115

4月から改定されます
児童扶養手当・特別児童扶養手当の手当額
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　2地区公民館の改修工事が完成し、移転してい
た事務室は、元の場所に戻りました。

完了しました
大谷地区・岡本地区公民館改修工事

　市国民健康保険の加入者が死亡したとき、葬祭
を行った人（喪主）に対し葬祭費の支給を行ってい
ますが、4月1日㈰から、国民健康保険制度の県
単位化に伴い、葬祭費の支給額を変更します。

▷死亡日が平成30年3月31日まで　4万円
▷死亡日が平成30年4月1日以降　3万円

問い合わせ先  国保医療課国保担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

4月から変わります
葬祭費の支給額（市国保）

申請・問い合わせ先  
▷市民課年金担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141
▷南福岡年金事務所
☎️（552）6128㈹　F（541）7649

問い合わせ先  
▷大谷地区公民館
☎️（574）5656（F兼用）
▷岡本地区公民館
☎️（571）4161（F兼用）

毎年申請が必要です
国民年金学生納付特例の申請はお早めに

　学生納付特例は、毎年申請が必要です。平成30年
度分（平成30年4月〜平成31年3月）の申請は、4月か
ら受付が開始されます。早めに申請してください。
　日本年金機構から申請のはがきが届いた人は、必
要事項を記入し郵送することで申請できます。

市役所での申請に必要なもの
○本人が手続きをする場合
　▷学生証または在学証明書
　▷年金手帳
　▷通知カードと本人確認書類（※1）１点、またはマイ

ナンバーカード
○代理人が手続きをする場合
　▷本人の学生証または在学証明書、年金手帳、マイ

ナンバーが分かる書類
　▷認印
　▷委任状（同居の親族でも必要、様式は任意）

　▷代理人の本人確認書類（※1）
※退職して学生になった場合は雇用保険被保険者離

職票などが必要な場合があります。
（※1）本人確認書類とは、運転免許証などの顔写真付

きの官公署が発行したものです。また、顔写真付き
の本人確認書類がない場合は、健康保険被保険者
証や年金手帳などの本人確認書類が2点必要です。

学生納付特例制度とは
　学生で本人の前年の所得が一定額以下であり、特
例対象校などの条件を満たした場合に、申請して承
認を受けると、承認期間中に限り保険料の納付義務
が猶予されるものです。
　学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期
間に算入されます。
　また、障害基礎年金や遺族基礎年金を受けるとき
に必要な受給資格期間となります。
　承認期間中は将来受け取る年金の額に反映しませ
んが、10年以内に保険料を納めること（追納）もでき
ます。ただし、追納制度は2年度を過ぎると保険料に
加算金が加わります。
　追納については、近くの年金事務所で申し込む必
要があります。

▲大谷地区公民館 ▲岡本地区公民館
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問い合わせ先  環境課生活環境担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1147

忘れていませんか
愛犬の登録と狂犬病予防注射

　生後91日以上の犬を飼っている人は、狂犬病予防
法により、市への犬の登録と毎年1回の狂犬病予防注
射の接種が義務付けられています。犬の健康状態を
確認して、必ず受けさせましょう。　

○市への登録
　飼っている犬が行方不明になったときや、事故
に遭ったとき、市への登録が無いと、飼い主を探
し出すことは困難です。
　市に登録すると、鑑札を交付します。これを犬
の首輪などに付けていると、飼い主を探しやすく
なるため安心です。

　登録手数料　1頭3,000円
○狂犬病予防注射

　狂犬病は、人を含む全ての哺乳類が感染する病
気で、発症すればほぼ100％死に至る恐ろしい感
染症です。表のとおり、市内各地で狂犬病予防集

団注射を実施します。集団注射会場か、かかりつ
けの動物病院で接種してください。

　手数料　1頭3,150円
　※おつりがいらないように用意してください。
　※動物病院での接種は料金が異なります。
　集団注射を受ける際の注意
　▷狂犬病予防注射申込書の問診欄を事前に記入し、

必ず持参する
　▷首輪をしっかり付け、必ず犬を制御できる大人が、

会場まで犬を連れてくる。かみつく恐れのある犬
や攻撃的な犬には口輪を着ける

　▷犬の体調などに不安がある場合は、注射を受ける
前に、必ず獣医師に相談する

　▷死亡・譲渡など記載内容に変更がある場合は知ら
せる

※犬の病気や体調不良、飼い主による制御ができない
場合などは、予防接種を保留することがあります。

※どの会場でも受けられます。また、車での来場はで
きません。

※雨天時も実施します。

５
月

17日
㈭

白水池地区公民館 午前9時20分～9時50分

天神山地区公民館 午前10時5分～10時45分

紅葉ヶ丘地区公民館 午前11時～11時40分

須玖北地区公民館 午後1時30分～2時

下白水北地区公民館 午後2時20分～2時50分

大谷地区公民館 午後3時5分～3時40分

18日
㈮

弥生地区公民館 午前9時20分～9時50分

須玖南地区公民館 午前10時5分～10時45分

小倉地区公民館 午前11時5分～11時35分

上白水地区公民館 午後1時30分～2時30分

白水ヶ丘地区公民館 午後2時45分～3時25分

21日
㈪

大和町地区公民館 午前9時40分～10時

宝町地区公民館 午前10時15分～10時45分
光町児童センター

（光町地区公民館横） 午前11時～11時20分

若葉台東地区公民館 午後1時30分～2時
ふれあい文化センター
第２駐車場

（市民図書館下）
午後2時15分～3時20分

４
月

16日
㈪

平田台地区公民館 午前9時30分～10時

惣利地区公民館 午前10時15分～10時45分

塚原台地区公民館 午前11時～11時30分

松ヶ丘地区公民館 午後1時30分～2時10分

大土居地区公民館 午後2時25分～2時55分

17日
㈫

桜ヶ丘地区公民館 午前9時30分～10時

日の出町地区公民館 午前10時15分～10時45分

岡本地区公民館 午前11時～11時30分

泉地区公民館 午後1時20分～1時50分

下白水南地区公民館 午後2時5分～2時45分

若葉台西地区公民館 午後3時～3時30分

18日
㈬

春日原地区公民館 午前9時30分～10時

春日公園地区公民館 午前10時15分～10時45分

春日地区若水会館 午前11時～11時30分

千歳町地区公民館 午後1時30分～1時55分

ちくし台地区公民館 午後2時10分～2時40分

昇町地区公民館 午後2時55分～3時35分

月 曜日 会場 時間 月 曜日 会場 時間
（狂犬病予防注射日程）
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問い合わせ先  安全安心課防犯安全担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1143

4月6日〜15日
春の交通安全県民運動

申請・問い合わせ先  春日地区交通安全協会（原町3-1-21春日警察署1階）
☎️（558）2106　F（558）2107

希望する人は申請してください
優良運転手などを表彰します

春日市交通事故発生件数
平成29年 平成28年 比較（±）

発生件数 741件 792件 −51件
負傷者数 947人 1,036人 −89人

自転車関連事故 153件 172件 −19件
高齢者（65歳以上）関連事故 202件 191件 ＋11件

飲酒運転関連事故 3件 3件 ±0件

運動の重点、実施事項
○子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の

交通事故防止
　▷子どもや高齢者に対する思いやりのある運転をし

ましょう。特に、高齢運転者は、運転能力に応じ
た安全運転を心掛けましょう。

　▷夕暮れ時や夜間に外出するときは、反射材用品や
明るい服を着用しましょう。

　▷交通上の危険箇所や道路への飛び出しなどの危険
性、身近に起きた交通事故について話し合いましょ
う。

○飲酒運転の撲滅
　▷飲酒運転は「絶対にしない、させない、許さない」

　県交通安全協会は、秋の交通安全県民大会で、表
彰を希望する安全協会会員に対して、交通安全県民
大会で、優良運転者の表彰を行います。

対象　安全協会会員であり、継続して自動車を運転し、
交通規制をよく守り、常に安全運転を心掛け、他の
運転者の模範となる人および交通安全功労者

表彰の種類（運転経歴・無事故無違反の年数）
①春日地区交通安全協会長表彰（5年以上）
②春日警察署長・春日地区交通安全協会長連名表彰
　（10年以上）

そして「見逃さない」ことを徹底しましょう。
　▷車を運転するときは、アルコールが残っていない

か確認しましょう。
　▷飲酒運転を見かけたら、１１０番通報しましょう。
○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正し

い着用の徹底
　▷車に乗る全ての人がシートベルトを正しく着用しま

しょう。
　▷チャイルドシートは、体格に合ったものを使用し、

座席を正しく取り付けましょう。
○自転車の安全利用の促進
　▷歩道を通行する際は、歩行者優先で安全運転を心

掛けましょう。
　▷夕暮れ時は早めにライトを点灯し、反射材を着装し

ましょう。
　▷自転車保険に加入しましょう。

③県警察本部長・県交通安全協会長連名表彰（10年以
上で②の受賞者）

④全日本交通安全協会長表彰（交通栄誉章「緑十字銅
賞」）（10年以上で③の受賞者）　

⑤九州管区警察局長・九州交通安全協会長連名表彰
（15年以上継続運転・20年以上無事故・無違反で
④の受賞者）

申込方法　４月2日㈪〜27日㈮の平日（午前９時〜午後
４時）に、申請書、無事故・無違反証明書、免許証
の写し（表裏とも）、安全協会会員証の写し、表彰状
の写し（過去に受賞歴のある人）を提出する

※無事故・無違反証明書は自動車安全運転センターで
発行（有料）するため日数を要します。申請書は安全
安心課（市役所3階）にも設置しています。
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申込・問い合わせ先  環境課環境保全担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1147

自主的に環境保全活動を行う団体の
環境保全活動を支援します

申込・問い合わせ先  地域づくり課商工農政担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1153

登録しませんか
統計調査調査員

　自主的な環境保全活動の支援を目的とした「春日市
環境保全活動事業補助金制度」の補助金を希望する団
体を募集します。

対象　次の要件を全て満たす団体
▷良好な環境の保全、創造のための活動を行う
▷活動が市内を中心に行われ、また市内に事務を行う

場所がある
▷規約などがあり、事業の執行および経理を的確に行

える
▷団体が５人以上で組織され、代表者がいる
▷政治活動や宗教活動、営利活動を目的としない
▷暴力団でない、暴力団または暴力団員と親密な関係

を有しない
対象となる環境保全活動
▷自然環境の保全、再生、創造

　市は、さまざまな統計調査に携わる調査員を募集
しています。応募者は、市の調査員として名簿に登
録します。統計調査を行う際に、居住地域などの条
件を考慮し、登録者の中から調査員を選んで仕事を
お願いします。
※調査の実施数や規模は年度によって異なり、必要と

される調査員数も異なるため、年間を通じて仕事が
あるとは限りません。

対象　次の全ての条件を満たす人
▷責任を持って統計調査事務を遂行できる
▷秘密の保護を順守できる
▷税務、警察および選挙に直接関係がない
▷暴力団員でない、暴力団員や暴力団と密接な関係を

▷環境の美化の推進
▷緑化の推進
▷省資源、省エネルギーの推進
▷ごみの発生回避、適正処理の推進
▷生物多様性の保存
▷動物愛護の推進
▷環境保全意識の向上
対象期間　交付決定を受けた日から平成31年3月31日
補助金額　対象経費の合計額または10万円のどちら

か低い額
※対象となる経費などには条件がありますので、事前

に相談してください。
申請方法　12月14日㈮までに、環境課環境保全担当
（市役所３階）に必要書類を提出する

※申請書、提出資料などは環境課または市ウェブサイ
ト（http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/life/
gomikankyou/ecology/hozenhojo.html）から入
手できます。

有していない
▷20歳以上
内容　
▷調査事務説明会（市役所で実施）への出席
▷調査担当区域の確認
▷調査区地図・名簿の作成
▷調査票の配布、回収、点検、提出
※平成30年度に実施される統計調査は「住宅・土地統

計調査」です。統計調査員の人数が確定し、各地域
に配置される人数が決定するのは６月（予定）です。
配置人数によっては、希望に添えない場合がありま
す。

報酬　１調査おおむね３〜５万円程度
※調査の内容、受け持ちの件数などにより、報酬が支

払われます。
応募方法　地域づくり課で配布する「統計調査員登録

申込書」を提出する
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寒さも吹き飛ばす走り

第43回春日市走ろう大会

　2月25日に、白水大池公園で第43回春日市走ろう大
会が行われました。10歳から75歳までの308人が参加
し、小雨が降る中、一生懸命に駆け抜けました。各部
門の1位は次のとおりです（敬称略）。

▷ 2.2kmの部　中学生男子：山
やま

口
ぐち

温
あつ

規
き

、中学生女子：
市
いち

川
かわ

碧
あお

花
か

、一般男子：古
こ

賀
が

聖
きよ

崇
たか

、一般女子：近
こん

藤
どう

真
ま

梨
り

▷ 5kmの部　高校生〜29歳男子：大
おお

田
た

駿
しゅん

介
すけ

、高校生
〜29歳女子：大

おお

和
わ

田
だ

有
ゆ

芽
め

、30歳〜39歳男子：金
かね

子
こ

高
たか

明
あき

、30歳〜39歳女子：中
なか

山
やま

めぐみ、40歳〜59歳
男子：佐

さ

無
む

田
た

健
けん

一
いち

（男子総合優勝）、40歳〜59歳女子：
尾

お

崎
ざき

元
もと

子
こ

（女子総合優勝）、60歳〜69歳男子：小
こ

林
ばやし

英
ひで

光
みつ

、60歳〜69歳女子：江
え

川
がわ

芳
よし

子
こ

、70歳以上男子：
西
にし

川
かわ

謙
けん

三
ぞう

▷ 10kmの部　高校生〜29歳男子：合
あい

庭
ば

俊
しゅん

二
じ

、高校生
〜29歳女子：城

き

戸
ど

なつみ、30歳〜39歳男子：芥
あくた

川
がわ

綱引き大会で快進撃

春日宝町Ｔ
ティーシー

Ｃジュニア
子どもたちが消防士の仕事を体験

キッズ消防士
　春日宝町TCジュニア（小学生チーム）が、1月に
行われた山口オープン綱引き大会で優勝、さらに2
月に行われた北九州ふれあい綱引き大会では、出
場した2チームが優勝と準優勝の成績を収めたこと
を、2月28日、井

いのうえ

上市長に報告しました。
　子どもたちは「綱引きが好きなので、ずっと続け
たい。目標は全国大会出場」とはじける笑顔で話し
ました。

　３月３日、春日・大野城・那珂川消防本部で、消
防士の職業体験イベントが行われました。小学３年
生以上の児童23人とその保護者が参加し、救急訓
練、はしご車搭乗、救助訓練、放水訓練を体験し
ました。
　はしご車で上空30ｍに上がった吉

よしはし

橋結
ゆうき

絆さん（須
玖小学校３年）は、「高かった。少し怖かった」と話し
ました。

▲春日宝町TCジュニアの皆さんと市長、教育長▲消防隊員と参加した子どもたち

宗
むね

樹
き

（男子総合優勝）、30歳〜39歳女子：福
ふく

住
ずみ

美
み

紀
き

、
40歳〜59歳男子：横

よこ

岳
たけ

茂
しげ

美
み

、40歳〜59歳女子：城
き

戸
ど

恵
え

美
み

（女子総合優勝）、60歳〜69歳男子：山
やま

本
もと

昭
あき

彦
ひこ

、70歳以上男子：横
よこ

畑
はた

静
しず

義
よし

▷ リレーマラソン3周　天文ハウスT
ト ミ タ

OMITA＆星の館
　（最優秀パフォーマンス賞）
▷ リレーマラソン5周　福岡城南男子Ｂチーム

▲勢いよくスタートする参加者
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災害時の情報伝達等に関する基本協定書

市とケーブルステーション福岡が調印式
第15回青少年アンビシャス運動参加団体等表彰

春日南小学校区アンビシャス広場が受賞
　3月7日、市は九州テレ・コミュニケーションズ株
式会社（ケーブルステーション福岡）と「災害時にお
ける情報伝達等に関する基本協定書」を締結しまし
た。
　この協定は、市内で災害などが発生、または発
生する恐れがある場合に、市の要請に基づき、災
害情報の放送などを行うものです。
　市民の不安の解消、安全確保を目的にしています。

　春日南小学校区アンビシャス広場が、10年にわた
り活発に活動している点と子どもたち自身が積極的
に運営に関わっている点が評価され、第15回少年ア
ンビシャス運動参加団体等表彰を受けました。
　3月2日、市長に報告に訪れた広場コーディネー
ターの竹

たけ

内
うち

富
ふ み こ

美子さんは「皆さんの協力のおかげで、
子どもたちが成長していることに対し、感謝の思い
でいっぱいです」と喜びを語りました。

▲九州テレ・コミュニケーションズ㈱太
おおた

田賢
けんいちろう

一郎社長と市長 ▲放課後に将棋を教えてもらう子どもたち

羽ばたけ未来の主役たち

市内小・中学校で卒業式

　市内全中学校で３月９日、全小学校で３月16日に卒
業式が行われ、中学生1,294人、小学生1,237人が
新たなステージへ向け出発しました。
　生徒たちは、学校や友人との別れを惜しみながらも、
新生活に期待をするりりしい顔で式場へ。式は厳かに
進み、卒業証書授与では先生に名前を読み上げられた
一人一人が大きな声で返事をしました。
　春日中学校では、236人が卒業。古

ふる

澤
さわ

裕
ゆう

二
じ

校長は、
「人は感動体験を通して成長し、やがて社会で役に立
つ人間になる」とはなむけの言葉を贈りました。卒業生
代表の間

ま べ

部智
とも

哉
や

さんは、「悩み、壁にぶつかっても私
たちは決してくじけない。春日中学校卒業生としての
誇りと思い出を胸に、一歩ずつ前に進んでいきたい」
と頼もしい言葉で答辞を述べました。
　日の出小学校では、54人が卒業。卒業証書授与式
に続き全校生徒が参加する「お別れセレモニー」が開催
され、在校生から卒業生に向けての呼び掛けが行われ、
校歌や｢ふるさと｣などを合唱しました。

▲記念品を贈呈する卒業生

▲在校生・保護者・来賓と共に歌を歌う卒業生
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情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
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☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス

春
日
の
ま
ち
に
ア
メ
リ
カ
が
あ
っ
た

ベ
ー
ス
ハ
ウ
ス
を
あ
る
く

第
２
回
ブ
ラ
か
す
が（
歴
史
散
歩
）（
無
料
）

　
戦
後
、
米
軍
基
地
の
周
辺
に
数
多

く
建
設
さ
れ
た
米
兵
用
借
り
上
げ
住

宅（
通
称「
ベ
ー
ス
ハ
ウ
ス
」）を
巡
り

ま
す
。

日
時　
５
月
13
日
㈰

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

集
合
場
所　

西
鉄
白
木
原
駅
西
口

（
大
野
城
市
白
木
原
１ｰ

６ｰ

16
）

定
員　
20
人（
応
募
締
め
切
り
後
抽

選
し
、
結
果
は
５
月
２
日
㈬
に
当

選
者
の
み
に
連
絡
）

申
込
方
法　
４
月
13
日
㈮
〜
28
日
㈯

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直
接

窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘

歴
史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

大
谷
小
学
校
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

プ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ー
マ
ン

20
周
年
記
念
演
奏
会

　
大
谷
小
学
校
20
周
年
記
念
行
事
を

き
っ
か
け
に
結
成
さ
れ
た
合
唱
団
に

よ
る
演
奏
会
で
す
。

日
時　
５
月
６
日
㈰

　
午
後
２
時
〜（
開
場
：
午
後
１
時

30
分
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス

プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル

入
場
料　
８
０
０
円（
小
学
生
以
下

無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　
プ
リ
テ
ィ
ウ
ー
マ

ン　
宮み

や

崎ざ
き

☎（
５
０
２
）５
０
７
８

地
球
に
い
い
こ
と
始
め
よ
う
！

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

メ
ン
バ
ー
募
集

　
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」と
は
、
幼

児（
３
歳
）か
ら
高
校
生
ま
で
な
ら
誰

で
も
参
加
で
き
る
環
境
活
動
を
行
う

ク
ラ
ブ
で
、
市
内
で
は
12
ク
ラ
ブ

５
３
９
人
が
活
動
し
て
い
ま
す（
２

月
現
在
）。

　
生
き
物
調
査
や
清
掃
活
動
、
自
然

観
察
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
か
ら

子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
選
択
し
て

環
境
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
登
録
料
や
年
会
費
は
不
要
で
、
登

録
す
る
と
メ
ン
バ
ー
手
帳
な
ど
の
活

動
に
役
立
つ
道
具
の
他
、
定
期
的
な

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
が
届
き
ま
す
。

　
家
族
や
友
人
と
、
学
校
や
幼
稚
園

の
ク
ラ
ス
で
誘
い
合
っ
て
、
環
境
活

動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
細
は「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.j-eco
club.jp/

）で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
エ

コ
ク
ラ
ブ
地
域
事
務
局（
環
境
課

環
境
保
全
担
当
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.

jpお
産
の
進
み
方
を
知
ろ
う

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

参
加
者
募
集

　
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
菓
子
を
用
意
し

て
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま

す
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
妊
婦（
パ
ー

ト
ナ
ー
も
参
加
可
）

日
時　
４
月
23
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
和
室

内
容

▽
午
後
１
時
30
分
：
助
産
師
に
よ　

る
話｢

お
産
の
進
み
方
を
知
ろ
う｣

▽
午
後
２
時
30
分
〜
：
絵
本
の
読
み

聞
か
せ

▽
午
後
２
時
45
分
〜
：
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
※
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
う
の
で
動

き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ

い
。

参
加
費　
１
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
４
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮

に
、
電
話
で
申
し
込
む
か
、
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
出
産
予
定
日
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
食
事

子
ど
も
の
食
事
な
ど

食
生
活
に
関
す
る
栄
養
相
談

　
管
理
栄
養
士
が
、
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
４
月
25
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の
う

ち
１
時
間
程
度

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会
議

室
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

法
テ
ラ
ス
福
岡

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

日
時　
４
月
19
日
㈭　

　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局（
筑

紫
野
市
二
日
市
中
央
５ｰ

14ｰ

７
）

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

※
相
談
時
間
は
、
１
人
30
分
以
内
で

す
。

申
込
方
法　
電
話
で
予
約
す
る

※
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対

象
と
す
る
た
め
、
予
約
の
際
に
収

入
な
ど
を
尋
ね
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス

福
岡

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

イ
ベ
ン
ト  Event

健
康  Health

環
境  Environm

ent

子
育
て  Parenting

相
談  C

onsultation
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知
っ
て
い
ま
す
か
？

 

ご
み
の
こ
と

古
紙
な
ど
の
回
収
を
は
じ

め
よ
う
！

　
市
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す

る
た
め
、
古
紙
と
古
布
の
回
収
を

行
っ
て
い
る
団
体
に
対
し
、
回
収

量
１
kg
に
つ
き
９
円
の
報
償
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　
燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
理
さ
れ

る
は
ず
だ
っ
た
古
紙
や
古
布
が
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

報
償
金
は
団
体
の
活
動
資
金
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
雑
誌
や

雑
が
み
、
古
着
な
ど
を
、
同
じ
グ

ル
ー
プ
の
仲
間
で
持
ち
寄
り
、
集

団
回
収
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
市
か
ら
報
償
金
を
受
け
る
に
は
、

事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。
回
収

業
者
の
紹
介
な
ど
を
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減

量
担
当

☎︎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
協
会

第
11
回
親
善
大
会

参
加
者
募
集

対
象　
市
内
に
居
住
・
通
勤
す
る
18

歳
以
上
の
社
会
人（
学
生
不
可
）

日
程　
５
月
６
日
㈰

時
間　
午
前
９
時
40
分
〜（
受
付
：

午
前
９
時
〜
）

※
駐
車
場
は
、
午
前
８
時
30
分
に
開

錠
し
ま
す
。　

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

種
目　

▽
男
子
フ
リ
ー
の
部

▽
男
子
40
歳
以
上
の
部

▽
女
子
フ
リ
ー
の
部

▽
女
子
40
歳
以
上
の
部

▽
女
子
オ
ー
バ
ー
２
０
０
の
部（
コ

ー
ト
内
の
合
計
年
齢
が
２
０
０
歳

以
上
）

参
加
費　
３
０
０
０
円

定
員　
30
チ
ー
ム（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
４
月
９
日
㈪（
必
着
）ま

で
に
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
他
の
メ
ン
バ
ー

の
氏
名
を
伝
え
る

※
大
会
要
項
・
申
請
書
は
、
市
体

育
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

kasuga-taikyo.com
/

）
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
協
会　
西に

し

村む
ら

☎
０
９
０（
４
３
４
３
）１
９
２
６

F（
２
８
７
）３
２
９
４

第
２
回
春
日
市
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

18
歳
以
上
の
チ
ー
ム
対
象

日
時　
４
月
29
日
㈰
・
㈷

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　
白
水
大
池
公
園
多
目
的
広
場

参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円　

（
当
日
徴
収
）

実
施
種
目　

▽
フ
ッ
ト
サ
ル
男
子
の
部

▽
フ
ッ
ト
サ
ル
女
子
の
部

▽
フ
ッ
ト
サ
ル
ミ
ッ
ク
ス
の
部

▽
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
部　

（
８
人
制
）

※
ミ
ッ
ク
ス
の
部
は
女
子
の
み
で
も

出
場
で
き
ま
す
。

※
ミ
ッ
ク
ス
の
部
の
女
子
の
得
点
は

２
点
で
す
。

申
込
方
法　
４
月
15
日
㈰
ま
で
に
、

電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
チ
ー
ム
名
、

代
表
者
氏
名
、
連
絡
先
、
種
目
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
サ
ッ
カ

ー
協
会
事
務
局　
水み

ず

野の

☎
０
９
０（
５
０
８
０
）１
１
３
８

hirohiro081@
hotm

ail.com

弓
を
引
い
て
み
ま
せ
ん
か

初
心
者（
未
経
験
者
）対
象

弓
道
教
室

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
18
〜
64
歳
ま
で
の
人

（
高
校
生
不
可
、
65
歳
以
上
で
弓

を
引
く
動
作
が
で
き
る
人
は
可
）

期
間　
５
月
９
日
㈬
〜
６
月
９
日
㈯

の
水
・
土
曜
日（
全
10
回
）

時
間

▽
水
曜
日
：
午
後
７
時
〜
10
時　

▽
土
曜
日
：
午
後
１
時
30
分
〜
５
時　

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
弓

道
場

参
加
費　
５
０
０
０
円（
保
険
料
含

む
）

定
員　
15
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

※
弓
道
具
は
貸
し
出
し
ま
す
。
運
動

の
で
き
る
服
装
と
白
の
靴
下
か
白

足
袋
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
４
月
30
日
㈪（
必
着
）ま

で
に
、
は
が
き
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、連
絡
先
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
所
持
者
の
み
）

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
弓
友
会

　
勝か

つ

野の

耕こ
う

太た

郎ろ
う（
〒
816ｰ

０
８
４
４
上

白
水
５ｰ

50
）

☎
０
８
０（
６
４
１
１
）７
４
８
６

kota-k@
bb.csf.ne.jp

遊
び
の
中
に
夢
が
あ
る

幼
児
・
児
童
体
育
教
室

体
験
会
開
催（
無
料
）

　
マ
ッ
ト
運
動
、
跳
び
箱
な
ど
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
に

挑
戦
す
る
教
室
で
す
。
運
動
が
苦
手

な
子
ど
も
も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま

す
。

▽
幼
児
ク
ラ
ス

　
対
象　
３
〜
５
歳

　
日
時　
４
月
18
日
㈬
・
25
日
㈬

　
　
午
後
４
時
30
分
〜
５
時
30
分

▽
児
童
ク
ラ
ス

　
対
象　
小
学
生

　
日
時　
４
月
18
日
㈬
・
25
日
㈬

　
　
午
後
５
時
45
分
〜
６
時
45
分

定
員　
各
日
20
人（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館

☎（
５
７
１
）３
２
３
４

F（
５
８
５
）１
６
３
４

ス
ポ
ー
ツ  Sports
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り
ま
す
。

　
定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

　
持
っ
て
く
る
も
の　
移
植
ご
て
、

　
　
軍
手
、
上
靴

○
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
見
学
会（
宗

像
市
）　

　
日
程　
５
月
５
日
㈯
・
㈷

　
集
合
時
間　
午
前
10
時

　
集
合
場
所　
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
昇
町
３ｰ

１
０
１
）

　
参
加
費　
１
５
０
０
円

　
※
別
途
、
昼
食
代
が
必
要
で
す
。

　
定
員　
25
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
い
ず
れ
も
４
月
10
日
㈫

（
必
着
）ま
で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
は
が
き
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
所

持
者
の
み
）を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
ぶ
ど
う

の
庭（
〒
816ｰ

０
８
６
４
須
玖
北
５

ｰ

１
５
５
）

☎（
５
８
９
）３
３
８
８

F（
５
８
９
）３
３
９
９

info@
budounoniw

a.com

※
申
し
込
み
は
、
参
加
者
本
人
か
そ

の
家
族
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘

歴
史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

花
に
囲
ま
れ
た
生
活
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

ぶ
ど
う
の
庭

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座

○
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座（
全
７
回
）

　
日
程　
４
月
14
日
㈯
、
５
月
26
日

㈯
、
９
月
８
日
㈯
、
10
月
６
日

㈯
、
11
月
17
日
㈯
、
平
成
31
年

１
月
12
日
㈯
、
３
月
９
日
㈯

　
時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
場
所　
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー
・
ぶ
ど
う
の
庭

　
講
師　
吉よ

し

田だ

博ひ
ろ

美み

さ
ん（
元
県
農

業
大
学
校
助
教
授
・
全
国
花
の

ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀

賞
受
賞
）

　
参
加
費　
全
７
回
５
０
０
０
円

　
※
材
料
費
が
別
途
掛
か
り
ま
す
。

　

※
１
回
の
み
の
参
加
は
、
各
回

１
０
０
０
円
と
材
料
費
が
掛
か

　
持
っ
て
く
る
も
の　
上
履
き
、
筆

記
用
具
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

　
※
膝
ま
で
出
せ
る
服
装
で
来
て
く

　
　
だ
さ
い（
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
不
可
）。

申
込
方
法　
４
月
６
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
希
望
講
習

名（
両
方
も
可
）、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
連
絡
先
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

▽
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

　
☎（
５
５
８
）０
２
９
４（
F
兼
用
）

▽
浦う

ら

田た

　
☎
０
８
０（
４
２
８
０
）３
６
４
４

初
心
者
や
親
子
歓
迎

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場

や
き
も
の
作
り
教
室

　
作
っ
た
作
品
は
、
窯
で
焼
い
て
後

日
渡
し
ま
す
。

日
程　
５
月
12
日
㈯

時
間

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場

材
料
費　
粘
土
５
０
０
ｇ
当
た
り

　
３
０
０
円

定
員　
各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
４
月
12
日
㈭
〜
５
月
11

日
㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直

接
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
窓
口
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、
希
望
時
間
を
伝
え
る

農
業
振
興
課（
〒
818ｰ

８
６
４
２
筑

紫
野
市
杉
塚
３ｰ

３ｰ

10
）

☎（
９
２
４
）１
３
１
３

F（
９
２
３
）７
６
２
４

nousin@
ja-chikushi.or.jp

ス
ポ
ー
ツ
中
の
事
故
防
止
に

熱
中
症
予
防
講
習
会

テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会

対
象　
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
指
導
者
、

保
護
者
、
市
内
に
居
住
す
る
人

日
程　
４
月
21
日
㈯

会
場　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会

議
室
１・２・３

○
熱
中
症
予
防
講
習
会

　

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午　
　

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

　
参
加
費
　
無
料

　
持
っ
て
く
る
も
の　
上
履
き
、
筆

記
用
具
、
飲
み
物

○
テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会

　
時
間　
午
後
１
時
〜
４
時（
受
付：

午
後
０
時
30
分
〜
）

　
参
加
費　
５
０
０
円（
テ
ー
ピ
ン

グ
代
）

育
成
し
ま
す

新
規
就
農
者
、
次
世
代
就
農
者

ち
く
し
農
業
塾
受
講
生
募
集

対
象　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す

人
▽
春
日
市
・
大
野
城
市
・
太
宰
府
市
・

筑
紫
野
市
・
那
珂
川
町
に
居
住
す

る
18
歳
以
上

▽
普
通
自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い
る

▽
受
講
終
了
後
、
Ｊ
Ａ
筑
紫
直
売
所

ま
た
は
Ｊ
Ａ
筑
紫
生
産
部
会
に
加

入
し
、
出
荷
を
行
う
強
い
意
思
が

あ
る

※
家
庭
菜
園
向
け
の
講
習
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

日
時　
７
月
〜
平
成
31
年
５
月
の
毎

週
水
曜
日（
11
カ
月
間
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

講
座
内
容　
露
地
野
菜
全
般
・
施
設

園
芸
の
栽
培
実
習
お
よ
び
防
除
、

肥
培
管
理
な
ど
の
講
義

受
講
料　
年
額
３
万
５
０
０
０
円

　
（
税
込
）　

定
員　
10
人
程
度

申
込
方
法　
５
月
11
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、性
別
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
Ｊ
Ａ
筑
紫　

講
演
・
講
座  Lecture
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ま
た
、
活
動
を
応
援
し
て
く
れ
る
賛

助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
少
し

で
も
興
味
が
あ
れ
ば
、
ぶ
ど
う
の
庭

を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

　
ぶ
ど
う
の
庭
は
、
平
成
17
年
10
月

に
保
育
所
だ
っ
た
建
物
を
利
用
し
て

開
所
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
地
域
活
動
な
ど
を
支
援
し
、

春
日
の
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
ぐ
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
始
ま
り
は
、
市
民
の「
自

分
が
暮
ら
す
ま
ち
を
よ
く
す
る
活
動

に
興
味
が
あ
る
」、「
地
域
の
課
題
を

解
決
で
き
た
ら
」、「
趣
味
を
生
か
し

て
ま
ち
を
元
気
に
す
る
活
動
を
や
っ

て
み
た
い
」と
い
う
思
い
を
支
援
す

る
た
め
に
、「
志
を
持
っ
た
市
民
」が

集
ま
っ
て
運
営
団
体
を
作
っ
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。

　

運
営
は
、
３
つ
の
部
会（
総
務
、

広
報
、
事
業
）が
担
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
土
・
日
曜
日
を

中
心
に
、
市
民
活
動
が
活
発
に
な
る

組
織
づ
く
り
や
各
事
業
の
企
画
運
営
、

情
報
提
供
を
行
う
広
報
紙
づ
く
り
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
は
、
皆

さ
ん
の
身
近
な
存
在
と
し
て
、
活
動

の
相
談
に
も
乗
っ
て
い
ま
す
。

　
ぶ
ど
う
の
庭
は
、
こ
の
よ
う
な
支

援
活
動
を
一
緒
に
行
う
人
や
団
体
、

▲会員相互の交流会「さくら祭」 ▲総会

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

春
日
市
須
玖
北
５

ｰ

１
５
５

☎（
５
８
９
）３
３
８
８　
F（
５
８
９
）３
３
９
９

http://budounoniw
a.com

/

　
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー・
ぶ
ど
う
の
庭
は
、志
を
持
っ
た
市
民
を
運
営
団
体
と
し

て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
の
た
め
の
活
動
な
ど
を

支
援
し
、春
日
の
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
ぐ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

学
び
ま
せ
ん
か

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
に

支
援
者
養
成
講
座

○
手
話
通
訳
者
養
成
講
座（
通
訳
Ⅰ

講
座
）

　
※
手
話
通
訳
者
の
資
格
を
取
得
す

る
た
め
に
は
、
次
年
度
以
降
通

訳
Ⅱ
講
座
、
通
訳
Ⅲ
講
座
を
受

講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

人

　
▽
４
月
１
日
現
在
、
県
内
在
住
の

18
歳
以
上
で
、
県
内
で
手
話
通

訳
者
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を

希
望
す
る

　
▽
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
修
了
者

ま
た
は
手
話
検
定
２
級
以
上
に

合
格
し
て
い
る

　
▽
講
座
の
８
割
以
上
に
出
席
で
き

る

　
▽
日
常
的
に
、
手
話
活
動
を
し
て

い
る

　
日
程　
４
月
21
日
㈯
開
講（
約
６

カ
月
間
）

　
場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原

町
３ｰ

１ｰ

７
）

　
定
員　
40
人
程
度

　
参
加
費　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は

実
費
）

　
申
込
期
限　
４
月
４
日
㈬

　
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
手
話

の
会
連
合
会（
火
〜
土
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
☎（
５
８
４
）３
６
４
９（
F
兼
用
）　

○
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

　
対
象　
４
月
１
日
現
在
、
県
内
在

住
の
18
歳
以
上
で
、
県
内
で
要

約
筆
記
者
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
を
希
望
す
る
人

　
日
程　
６
月
６
日
㈬
開
講（
約
８

カ
月
間
）

　
場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　
定
員　
40
人
程
度

　
参
加
費　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

実
費
）

　
申
込
期
限　
５
月
11
日
㈮

　
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
㈳
県
聴

覚
障
害
者
協
会（
火
〜
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
☎（
５
８
２
）２
４
１
４（
F
兼
用
）

ま
ち
の
政
治
を
考
え
よ
う

春
日
を
み
つ
め
よ
う
学
級

受
講
生
募
集

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
の
問
題
が
、

い
か
に「
ま
ち
の
政
治
」と
関
わ
り
合

っ
て
い
る
か
、
市
の
出
前
講
座
や
施

設
見
学
を
通
し
て
学
習
し
ま
す
。

※
参
加
は
無
料
で
す
が
、
施
設
見
学

な
ど
で
実
費
負
担
が
有
り
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上

で
、
６
回
以
上
受
講
が
可
能
な
人

日
時　
５
月
〜
平
成
31
年
２
月
の
毎

月
第
３
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
学
習
室
３

定
員　
40
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
込
方
法　
５
月
２
日
㈬
の
午
後
５

時（
必
着
）ま
で
に
、
往
復
は
が
き

か
Ｅ
メ
ー
ル
で「
春
日
を
み
つ
め

よ
う
学
級
応
募
」と
記
入
し
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢（
４

月
１
日
現
在
）、
性
別
、
電
話
番

号
を
書
い
て
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
選
挙
管

理
委
員
会（
〒
816ｰ

８
５
０
１
春
日

市
役
所
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
２

senkan@
city.kasuga.fukuoka.

jp
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情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス

困ったときは消費生活センターへ
☎（584）1155（直通）
相談日　毎週月〜金曜日
時　間　午前10時〜午後0時15分
　　　　午後1時〜4時
場　所　春日市消費生活センター
　　　　（光町1ｰ73）
※相談は無料です。

還付金名目の
不審電話に要注意！

　「市役所○○課の△△です。保
険料の還付について、以前封筒を
送っていたのですが、その後連絡
が無いため電話をさせていただき
ました」、「還付金の手続きは今日
までです」、「時間が無いので後ほ
ど銀行協会の者から直接電話させ
ます」、「現金自動預払機（ＡＴＭ）か
らお振り込みしますので、携帯電
話を持って金融機関のＡＴＭに行っ
てください」

　このような不審電話が掛かって
きてはいませんか。
　犯人は、市役所職員や銀行職員
などになりすまし、あなたをだまし
て、携帯電話で指示をしながらＡＴ
Ｍを操作させて、お金を振り込ま
せようとします。
　公的機関や金融機関が、還付金
受け取りのためにＡＴＭの操作を指
示することはありません。怪しい
電話が掛かってきたら、いったん
電話を切り、自分で調べた公的機
関や金融機関に掛け直し、確認し
ましょう。
　また、最近では還付金の話を電
話でした後、銀行協会を名乗る者
にキャッシュカードを自宅に取りに
行かせる手口も発生しています。
　不安に思うことがあれば消費生
活センターや警察に相談してくだ
さい。

「電話でお金は全て詐欺！すぐに相
談・１１０番！」

地
域
で
活
躍
し
ま
せ
ん
か

健
康
で
誠
実
な
人
を
募
集

若
葉
台
西
地
区
公
民
館
管
理
人

　
住
み
込
み
可
能
な
世
帯（
単
身
世

帯
以
外
）を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
場
所　
若
葉
台
西
地
区
公
民
館

業
務
内
容

▽
公
民
館
内
外
の
清
掃
・
整
理
整
頓

▽
公
民
館
の
施
錠
、
安
全
安
心
の
管

理
と
点
検

勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

10
時（
相
談
可
）

休
日　
毎
週
水
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
、
盆

申
込
方
法　
５
月
31
日
㈭
ま
で
に
、

履
歴
書
を
郵
送
す
る
か
直
接
公
民

館
窓
口
に
持
参
す
る

※
手
当
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

若
葉
台

西
地
区
自
治
会　

樋ひ

口ぐ
ち（
〒
816ｰ

０
８
２
３
若
葉
台
西
３ｰ

４ｰ

１
）

☎（
５
７
１
）４
３
６
０（
F
兼
用
）

市
少
年
の
船
の
ス
タ
ッ
フ
募
集

小
中
学
生
の
団
員
を

美
し
い
沖
縄
の
海
へ

対
象　
高
校
１
年
生
〜
40
歳
未
満
の

人
日
程　
８
月
７
日
㈫
〜
11
日
㈯
・
㈷

（
４
泊
５
日
）

※
５
月
16
日
㈬
以
降
、
毎
週
水
曜
日

の
夜
に
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
い

ま
す
。

内
容　
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

ま
で
の
団
員
50
人
の
引
率
と
、
海

洋
研
修
や
平
和
学
習
な
ど
の
指
導

参
加
費　
４
万
円

募
集
人
数　
15
人
程
度（
申
込
多
数

の
場
合
面
接
に
よ
る
選
考
）

申
込
方
法　
４
月
27
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
は
が
き
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
学
校
名
か

職
業
、
電
話
番
号
を
書
い
て
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
少
年
の

船
実
行
委
員
会　

五ご

島と
う（
〒
816ｰ

０
８
３
１
大
谷
６ｰ

24
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
０（
７
４
６
４
）６
３
２
４

F（
５
７
５
）０
７
６
８

郷
土
の
自
然
を
知
ろ
う

自
然
観
察
や
学
習
会

筑
紫
植
物
友
の
会

　
筑
紫
植
物
友
の
会
は
、
植
物
を
通

じ
て
自
然
に
親
し
み
、
健
康
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
月
２
回
程

度
、
筑
紫
地
区
や
県
内
の
各
地
で
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
身
近
に
残
さ
れ
た
自
然
や
保
存
樹

木
な
ど
に
接
し
、
郷
土
の
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
を
学
ぶ
活
動
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
な
ど
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

会
費　
年
額
３
０
０
０
円（
中
・
高

生
１
５
０
０
円
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
会
会
長

小こ

湊み
な
と

☎
０
８
０（
３
１
８
５
）２
１
４
８

F（
５
９
６
）２
７
３
２

サ
ッ
カ
ー
大
会
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す

白
水
大
池
公
園
多
目
的
広
場

使
用
団
体
募
集

使
用
可
能
な
日　
５
月
１
日
㈫
〜
平

成
31
年
３
月
31
日
㈰
の
う
ち
の
５

日
間　

※
各
団
体
１
日
と
し
ま
す
。

※
芝
の
養
生
期
間
や
他
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
が
入
っ
て
い
る
場
合
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

使
用
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

使
用
条
件　
全
市
的
な
規
模
以
上
か

こ
れ
に
準
ず
る
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ

ビ
ー
な
ど
の
大
会
行
事

※
練
習
な
ど
で
の
使
用
は
原
則
認
め

ま
せ
ん
。

使
用
料
金　

▽
施
設
：
１
時
間
１
６
２
０
円

▽
照
明
：
１
時
間
３
２
４
０
円

※
市
外
団
体
は
、
10
割
増
し
の
料
金

と
な
り
ま
す
。　
　

申
込
方
法　
４
月
10
日
㈫
〜
19
日
㈭

に
、
窓
口
で
申
し
込
む

抽
選
結
果
発
表　
４
月
26
日
㈭

※
当
選
者
の
み
に
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
担
当

☎（
５
７
１
）３
２
４
７

F（
５
７
１
）３
３
０
５

募
集  Recruitm

ent
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　児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます（未就学児は保護者同伴）。室内遊具や運動遊具の貸
し出しがあり、行事がないときでも、いろいろな遊具で遊べます。また、たまには育児から解放されてリフレッシュ
したいという保護者を対象とした、託児付きの行事もあります。

あそぼ～
開館時間

午前10時～午後5時
児童センター

4月の
行事予定表

▶︎ の行事は、幼児も参加可（保護者同伴）　▶︎表中の金額は参加費など　▶︎ は申し込みが必要（4月13日㈮午
後5時以降に申し込み。受付／午後6時まで。電話可・小学生以上は原則として本人申し込み）
▶︎申し込みは1人1行事まで　▶︎天候により、中止または変更の場合あり（事前に要問い合わせ）

子育て広場
未就学児と
保護者対象。
友達づくり、子
育て情報などの
交換の場。

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：18日㈬、20日㈮
▶光町：18日㈬、26日㈭、27日㈮

▶毛勝：24日㈫
▶白水：12日㈭、13日㈮、20日㈮

午前11時〜
11時40分

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖：11日㈬　　　　　　　　 　▶毛勝：26日㈭
▶光町：19日㈭　  　  　　　　　　 ▶白水：25日㈬ 午前10時30分〜

（1時間程度）
ニコニコくらぶ
（2歳以上）

▶須玖：25日㈬、26日㈭
▶光町：12日㈭、13日㈮、24日㈫、25日㈬

▶毛勝：19日㈭、20日㈮
▶白水：18日㈬、19日㈭、26日㈭、27日㈮

今月の休館日

2日㈪、9日㈪、
16日㈪、17日㈫

23日㈪、
29日（日・祝）、

30日㈪

大土居 1-38
☎（581）5614　 F（581）5616毛勝児童センター須玖南2-120

☎（573）2431　 F（584）7739須玖児童センター

天神山1-213
☎（593）2777　 F（593）2801白水児童センター

1日（日） 幼児タイム（親子で体操）　午前10時15分～11時

3日（火） 運動遊び(わくわくレクリエーション）　午後2時～3時

7日（土）
道場やぶり(ビンゴ大会）　午後2時～3時

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

14日（土） けかつ広場（入学探検隊）　午後2時～3時

21日（土）

幼児タイム（親子で体操）　午前10時30分～11時

作ってあそぼう（サクラのアートを作ろう）　
午後2時～3時、12人、

22日（日）

かんたんクッキング（フルーツサンド）　
午前10時30分～正午、12人、150円、

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

24日（火） にこちゃん広場　午前11時40分～正午

25日（水） おはなしだいすき　午前11時～11時30分

1日（日） わんぱく広場（ドッジボール大会） 　午後2時～3時

3日（火）
屋上DEあそぼ（インラインスケート）　午後2時～3時、
長めの靴下・手袋持参、スケート靴26㎝まで、スケート
靴持参可　※雨天の場合ドッジボール大会

4日（水） わんぱく広場（しゃぼん玉で遊ぼう）　
午後2時～3時　※雨天中止

7日（土） 作ってわくわく（ふわもこスライムを作ろう！）　
午後2時～3時

8日（日）

屋上DEあそぼ（インラインスケート）　午後2時～3時、
長めの靴下・手袋持参、スケート靴26㎝まで、スケート
靴持参可　※雨天の場合ドッジボール大会
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

12日（木） ぴよちゃん広場　午前11時40分～正午
13日（金） ぴよちゃん広場　午前11時40分～正午
14日（土） 道場やぶり（職員と対決）　午後2時～3時

15日（日）
入学探検隊（新小学１年生対象）　午後2時～3時
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

20日（金） ぴよちゃん広場　午前11時40分～正午

22日（日） わくわくクッキング（フルーツパフェ）　
午前10時15分～正午、12人、150円、

24日（火） おはなしな～に?　午前11時～11時30分

4日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

11日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

14日（土）
おまたせ!トランポリン　午前11時～正午

おはなし広場　午後2時～2時30分

15日（日） 親子であそぼう　午後3時～3時20分

18日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

22日（日）

楽しいクッキング（スープパスタDEランチ）
午前10時15分～正午、10人、150円、 　

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

25日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

光町2ｰ180ｰ4
☎（501）7014　 F（501）7033光町児童センター

1日（日） ワイワイ広場（春のドッジボール大会）　午後2時～3時
4日（水） 屋上ＤＥあそぼ　午後2時～3時　※雨天中止
7日（土）トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上
8日（日） ワイワイ幼児タイム　午後3時～3時30分

14日（土） ワイワイ広場（職員と対決）　午後2時～3時
15日（日） 入学探検隊（新小学1年生対象）　午後2時～3時
18日（水） おひさま広場　午前11時40分～正午
20日（金） 楽しいおはなし会　午前11時～11時30分

21日（土） かんたんクッキング（プリンア・ラ・モード）
午前10時15分～正午、10人、150円、

22日（日） かんたん工作（プラバンをつくろう）
午前10時15分～11時30分、先着30人

26日（木） おひさま広場　午前11時40分～正午
27日（金） おひさま広場　午前11時40分～正午

28日（土）
屋上ＤＥあそぼ　午後2時～3時　※雨天中止
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上
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さ
ん
ぽ
み
ち

み
ん
な
で
春
を
つ
く
ろ
う

　
生
来
の
寒
が
り
。
加
え
て
年

を
重
ね
る
ご
と
に
、
暖
か
な
春

を
待
ち
わ
び
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
▼「
春
は
ス
タ
ー
ト
の
季

節
で
す
。
春
は
新
し
い
こ
と
が

始
ま
る
季
節
で
す
」の
言
葉
で

は
じ
ま
る
、
春
日
市
の
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ「
み
ん
な
で
春
を

つ
く
ろ
う
」皆
さ
ん
は
も
う
ご

存
じ
で
す
か
▼
私
の
職
場
に
も

こ
の
春
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
仲
間
が
い
ま
す
。
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
機
構
）の
青
年
海
外

協
力
隊
の
隊
員
と
し
て
２
年
間

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
赴
任
し
ま
す

▼
聞
け
ば
、
そ
の
大
志
を
ず
っ

と
心
に
抱
い
て
い
た
と
の
こ

と
。「
帰
国
後
は
そ
の
経
験
を

こ
れ
か
ら
の
業
務
に
生
か
し
て

い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
▼
希
望
や
不
安
、

い
ろ
い
ろ
な
人
生
が
交
錯
す
る

春
。「
暮
ら
し
が
笑
顔
に
な
る

春
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
い

く
。
み
ん
な
で
春
を
つ
く
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
の
春
日
市
で
す
」春

へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て
く
れ

る
す
て
き
な
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　
Ⓣ

誕生日お
おめでとう

6月生まれの
赤ちゃん募集（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号、市報かすが4月1日号の感想を書いて郵送する
か、Eメールで送ってください。Eメールはタイトルを「お誕生日おめでとう」に、写真ファイル名は赤ちゃんの名前にし
てください。5月1日㈫（当日消印有効）までの到着分から抽選で決定します。【送り先】市報かすが「お誕生日おめでとう」
係（〒816ｰ8501春日市役所） koho@city.kasuga.fukuoka.jp※写真は返却できません。

永
なが

海
み

 颯
そう

大
た

ちゃん
平成28年4月23日生

（星見ヶ丘）

川
かわごえ

越 すずちゃん
平成29年4月16日生

（春日原南町）

山
やま

田
だ

 めぐるちゃん
平成29年4月7日生

（白水ヶ丘）

藤
ふじ

野
の

 芭
は

音
のん

ちゃん
平成29年4月27日生

（上白水）

中
なかむら

村 朔
さく

士
と

ちゃん
平成29年4月11日生

（天神山）

船
ふなもり

盛 遥
はる

太
た

ちゃん
平成29年4月20日生

（日の出町）

安
やすむら

村 奈
な お

桜ちゃん
平成29年4月27日生

（須玖北）

岩
いわもと

本 彩
いろ

葉
は

ちゃん
平成29年4月16日生

（大谷）

大
おおつか

塚 弦
げん

斗
と

ちゃん
平成29年4月28日生

（若葉台西）

石
いしばし

橋 瑞
みず

基
き

ちゃん
平成27年4月23日生

（日の出町）

主な公共施設の連絡先
春日市役所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（584）1111
いきいきプラザ（健康スポーツ課）‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（501）1134
いきいきプラザ（子育て支援課）‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（584）1010
いきいきプラザ（市民課西出張所）‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（501）1133
ふれあい文化センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（584）3366
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（584）4646
男女共同参画・消費生活センター じょなさん‥‥‥ ☎︎（584）1201
奴国の丘歴史資料館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（501）1144
総合スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（571）3234
温水プール‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（915）3500
北スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（592）3600
春日警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（580）0110
下白水交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（501）1873
春日原交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（581）0342
春日南交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（596）0380
春日・大野城・那珂川消防署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（584）1191
火事の問い合わせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎0180（999）888
春日那珂川水道企業団‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（571）7001
ハート館かすが‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（513）1766
教育支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（517）0396
福祉ぱれっと館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（575）2223
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（581）7225
春日市北地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（589）6227
春日市南地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（595）8188
ナギの木苑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（595）0513
シルバー人材センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（596）1826
クリーン・エネ・パーク南部‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（589）8585

白水大池公園星の館では、毎週、季節の星座や天文
現象の観望会を行っています。参加は無料です。初
心者でも指導員が丁寧に案内しますので、気軽に来
館してください。ボランティアも随時募集中です。

上記以外の天体観察も行えます。昼間は太陽などを観察できます。
なお、天候などの理由により内容が変更となる場合があります。

ウェブサイト（http://www.hoshinoyakata.com）では、毎月発行している「ほ
しぞら新聞」や、講座・工作教室などのイベント情報を見ることができます。　

『春の星座マスターになろう』

開館日時／毎週金〜日曜日  午後2時〜9時
申込・問い合わせ先／白水大池公園星の館
☎（558）9099 （開館日以外は星の館管理会社に転送されます） 
F（558）9023   starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

期　日 時　間 内　容
3月30日㈮～4月1日㈰

午後7時
〜9時

春の星座をみよう
6日㈮～8日㈰ 北極星をねらえ！

13日㈮～15日㈰ 春のダブルスターをみよう
20日㈮～22日㈰ 春の大三角をさがそう

27日㈮～29日㈰・㈷ 夜空のクマはしっぽが長い？
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県
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発

行
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春
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市

編
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春

日
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秘
書

広
報

課
広

報
広

聴
担

当
☎

0 92（
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F
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city.kasuga.fukuoka.jp

市
マ

ス
コ

ット
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
あ

す
か

ち
ゃ

ん

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。kasuga_bousai
春日市防災ツイッターやっています（情報発信のみ）

■春日市総合情報メール

市の人口 （平成30年2月末現在）

防犯・防災情報や子育て情報、健康情報など
11分野の行政情報を携帯電話などにメール
配信するサービスです。

●総人口
 113,081人（前月+46）
女58,238人（前月+15）
男54,843人（前月+31）

●世帯数
48,207世帯（前月+34）

●増　転入　417人
　　　出生　71人
　　　その他　5人

●減　転出　372人
　　　死亡　71人
　　　その他　4人

が
、
幼
少
期
は
内
向
的
な
性
格
だ
っ
た

そ
う
。
仕
事
で
は
店
長
、
介
護
の
会
で

は
会
長
と
、
任
さ
れ
る
度
に
苦
労
し
な

が
ら
真
剣
に
向
き
合
っ
て
き
た
こ
と

で
、
自
分
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
会
で
は
、
認
知
症
寸
劇
な
ど
新
た
な

取
り
組
み
を
始
め
な
が
ら
、「
今
後
も

介
護
家
族
が
ホ
ッ
と
で
き
る
場
と
し

て
、
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

服は
っ
と
り部 

範の
り
江え 

さ
ん（
75
歳
）

　
「
春
日
市
介
護
を
考
え
る
家
族
の
会

『
ひ
だ
ま
り
の
会
』」会
長
の
服
部
さ
ん
。

平
成
10
年
に
会
の
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー

と
し
て
在
籍
し
、
会
長
就
任
12
年
目
を

迎
え
ま
す
。

　
活
動
の
き
っ
か
け
は
、
約
８
年
半
に

渡
る
認
知
症
の
実
母
の
介
護
。
娘
の
名

前
は
覚
え
て
い
る
が
、
顔
の
認
識
が
で

き
な
い
母
を
、
在
宅
で
介
護
し
ま
し
た
。

「
母
は
私
を
看
護
師
さ
ん
と
思
っ
て
い

た
の
。
母
の
介
護
の
お
か
げ
で
優
し
く

な
れ
た
の
よ
」と
当
時
を
明
る
く
振
り

返
り
ま
す
。

　
好
き
な
こ
と
は
料
理
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
。
地
域
の
高
齢
者
サ
ロ
ン
へ
手

作
り
ケ
ー
キ
を
持
参
し
た
り
、
中
学
校

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
教
え
た
り
、

多
忙
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
何
事
に
も
積
極
的
な
服
部
さ
ん
で
す

わ
が
ま
ち
の
お
達
者
さ
ん
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